
【応募期間】

　令和８年　　　　　日(木) ～ 令和８年 　　　　　   日（金）

 若い世代をはじめ、幅広い年代の皆様の御応募をお待ちしています！

募集概要

【募集人数】

【応募・問合せ先】
　京都市文化市民局文化市民部消費生活総合センター（消費生活審議会担当）

応募方法の詳細は次ページを御覧ください。

　私たちの日々の生活の中で、商品やサービスを購入し、それらを消費することを
「消費生活」といいます。京都市では、市民の皆様の消費生活を安心・安全でより
良いものとするために、「京都市消費生活ビジョン」を定め、消費生活に関する
様々な施策を総合的に推進しています。

　また、同ビジョンに基づき推進する施策は、外部の有識者や各種団体等から選出
された委員で構成される、京都市消費生活審議会で点検・評価を受けるほか、施策
に関する様々な御意見を伺い、これらを施策に反映させることとしています。

　この度、市民の皆様からの幅広い御意見・御提案を市政に反映するため、本審議
会に市民公募委員として参加いただける方を募集します。
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消費生活について考えてみませんか？
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 この印刷物が不要になれば
「雑がみ」として古紙回収等へ！
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〒６０４－８５８８
京都市中京区西堀川通御池下る西三坊堀川町５２１　中京区総合庁舎３階
TEL：０７５－３６６－２２５０　FAX：０７５－３６６－２２５９
E-mail：soudan@city.kyoto.lg.jp
ホームページ： https://www.city.kyoto.lg.jp/bunshi/page/0000357086.html

＼　お役立ち情報発信中！　／

京都市消費生活総合センター
公式LINE「消費生活ナビ」

https://www.city.kyoto.lg.jp/bunshi/page/0000357086.html


 ⑴　内容
 　　年２～４回程度、平日の日中に開催される会議に出席していただき、消費生活に関する
　  様々な議題に対し、市民の立場から意見を述べていただきます。
 ⑵　就任期間
  　   令和８年１２月１日から令和１０年１１月３０日まで
 ⑶　報酬
        会議への出席ごとに、本市が定める委員報酬をお支払いします。

１ 委員の職務等

  令和８年１２月１日現在で、次の条件を全て満たす方

 ⑴　市内に居住し又は通勤・通学されている満１８歳以上の方

 　　※　国籍は問いませんが、日本語での会話が可能な方に限ります。

 ⑵　国及び地方公共団体の議員又は常勤の公務員でない方

 ⑶　京都市の他の附属機関等に２つ以上、委員として在籍していない方

 ⑷　過去に京都市消費生活審議会委員を経験したことがない方

 ⑸　平日の日中に開催される会議に出席できる方（おおむね年２～４回程度）

 ⑹　次に掲げるものを滞納していないこと

　ア　京都市の市民税及び固定資産税

　イ　京都市の水道料金及び下水道使用料

 ⑺　京都市暴力団排除条例第２条第４号に規定する暴力団員等又は同条第５号に規定する

     暴力団密接関係者でないこと

２ 応募資格

 ⑴　応募方法

        応募用紙に必要事項、小論文（京都市の消費生活行政や消費者問題に関し、本市が取り組む

　 べき課題、または京都市民の消費生活向上についてのアイデア等）を８００字以内で記入し、

　 持参、郵送、ＦＡＸ、メール又はホームページの応募フォームで御応募ください。

　　なお、御提出いただいた書類は返却しませんので御了承ください。

 ⑵　応募期間

 　    令和８年９月１７日（木）から令和８年１０月１６日（金）まで

　     ※　郵送の場合は、１０月１６日（金）必着、また、ＦＡＸ、メール及び応募フォームの  

             場合は、送信日時の記録が１０月１６日（金）までのものを有効とします。

                持参の場合は、消費生活総合センター開所時間中（土・日・祝休日を除く、

             午前８時３０分から午後５時１５分まで）に御提出ください。

３ 応募方法

   御応募いただいた書類により選考します。選考の結果については、１１月中に応募者全員に原
則メールにて通知します。
   なお、市民公募委員として選出された場合は、氏名を公表させていただきます。
　※　個別に具体的な選考内容をお答えすることはできませんので、御了承ください。

４ 選考方法

過去の京都市消費生活審議会の内容は、以下のホームページで公開しています。
参考に御覧ください。　URL：https://kyoto-soudan.jp/ordinance/singikai/

５ その他

令和８年９月　京都市文化市民局文化市民部消費生活総合センター　京都市印刷物　第０８１３９０号
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